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ns07am-lca
スタンプ

ns07am-lca
長方形

ns07am-lca
線

ns07am-lca
テキストボックス
・高所での作業中、墜落制止用器具
　を外した。

ns07am-lca
テキストボックス
・作業員が、単管に掛けていた墜落制止用器具を一時的に外し
　移動しようとしたところ、足場板を支えていた単管のクラン
　プが外れ、バランスを失った作業員は約６ｍ下に転落した。

ns07am-lca
テキストボックス
・足場の組立・解体作業時は、墜
　落制止用器具を取付けるための
　設備を設け、墜落制止用器具を
　使用する。

ns07am-lca
テキストボックス
　高速凝集沈殿池において足場板の撤去作業中、単管に墜落制止用器具を掛けて作業していたが、次の作業に移る際一時的に墜落制止
用器具を外した。移動中、足場板を支えていた単管のクランプが外れ、バランスを失った作業員は６ｍ下に墜落し負傷した。

ns07am-lca
テキストボックス
 　事例１
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ns07am-lca
テキストボックス
　高所で壁繋ぎ金物を取り付ける作業中、作業員が当日の作業の遅れを取り戻そうと焦り、決められた手順である作業床付き脚立を使用
せず、更に墜落制止用器具も使用せず無理な体勢で枠組み足場から身を乗り出した。その結果、バランスを崩し約２.２ｍ下に墜落、右手首を骨折した。

ns07am-lca
テキストボックス
・墜落制止用器具を使用しなかった。
・作業床付き脚立を使用しなかった。

ns07am-lca
テキストボックス
①高所作業では、墜落制止用器具
　を必ず使用する。
②作業に適した足場を使用する。
③作業における不安全行動をなく
　すため、作業員への安全教育を
　繰り返し行う。
④日々の作業手順を確認し、遵守
　する。

ns07am-lca
テキストボックス
 　事例２
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ns07am-lca
テキストボックス
①ローラー作業エリア内で別の作業を
　させない。
②やむを得ず、輻輳した作業になる場
　合、建設機械誘導員の配置により、　作業員の身を守る。
③合図や点呼等、確認行為の励行を指
　導する。
④交通誘導員に作業を手伝わせない
　（現場の施工体制の徹底）。

ns07am-lca
テキストボックス
 　事例３
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ns07am-lca
テキストボックス
①バックホウの作業半径内の原則立入
　禁止の徹底。止むを得ず立ち入る際は、　建設機械誘導員の指示に従い、バックホ　ウが停止した後で立入る。
②右旋回時はバックホウのブームを縮め、　バケットを地上から上げる。

ns07am-lca
テキストボックス
 　事例４


No.4-ZND1-1
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ns07am-lca
テキストボックス
①建設機械誘導員は合図時に作業員
　の位置や手元を必ず確認する。
②掘削内の避難場所は1.5ｍ以上確
　保する。確保できない場合は地上
　に退避する。
③足元がぬかるむ場所では、再生砂
　をまき、水替をこまめに行い、足
　場を確保する。

ns07am-lca
テキストボックス
・作業員は、建設機械誘導員が掘削ＯＫの
　合図を送った後に、管口に手をかけた。

ns07am-lca
線

ns07am-lca
テキストボックス
・建設機械誘導員、オペレーター、作業
　員の安全確認の連携がとれていない
・避難場所が狭かったため、重機掘削箇
　所からの避難が不十分
・掘削内の作業用床が十分に確保されず

ns07am-lca
テキストボックス
建設機械誘導員

ns07am-lca
テキストボックス
建設機械誘導員からは、作業員の手元が見づらい。

ns07am-lca
長方形

ns07am-lca
テキストボックス
建設機械誘導員の視線

ns07am-lca
テキストボックス
作業員からは、
建設機械誘導員の合図が見づらい。

ns07am-lca
テキストボックス
 　事例５
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ns07am-lca
テキストボックス
・建設機械重機監視員を配置してい
　なかった。
・バックホウ後退の際、オペレータ
　が安全確認を怠った。
・作業員がバックホウの作業範囲内
　に立ち入った。

ns07am-lca
線

ns07am-lca
テキストボックス
①バックホウ等の建設機械の作業をする際、　立入禁止措置を講ずることができない場
　合は、必ず建設機械誘導員を配置する。
②建設機械の作業半径内に立入る場合は、
　建設機械誘導員の指示に従う。

ns07am-lca
線

ns07am-lca
線

ns07am-lca
テキストボックス
　事例６
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ns07am-lca
長方形

ns07am-lca
長方形

ns07am-lca
線

ns07am-lca
長方形

ns07am-lca
長方形

ns07am-lca
線

ns07am-lca
テキストボックス
・道板を運搬用トラックと固定せず　に使用した。
・道板の中心線からずれて走行して
　いたため、オペレーターがバラン
　スが不安定な状況の中でバックホ
　ウの片側のキャタピラを動かして
　方向を直そうとした。
・誘導者は、運搬用トラックへの積　込み・積下ろしに対して注意や確　認が十分でなかった。

ns07am-lca
テキストボックス
誘導者

ns07am-lca
テキストボックス
①道板は、十分な長さ、幅及び強度を有　するものを使用し、適当な勾配で確実　に固定する。
②スライド式のトラックを使用する。
③オペレーターは、誘導者の指示に従い　作業を行うようにする。

ns07am-lca
テキストボックス
事例７：道板がずれてバックホウが転倒しオペレーターが挟まれて負傷
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ns07am-lca
テキストボックス
・重機回転半径内への立入禁止が徹
　底されていなかった。
・オペレーターは建設機械誘導員の　指示なく重機を運転しており、安　全確認が不十分であった。
・養生シート設置と舗装壊し作業が
　並行して行われており、作業手順
　が不明確だった。

ns07am-lca
テキストボックス
①重機オペレーターは建設機械誘導員の
　指示があるまで重機を操作させない。
②全作業員に対し、重機回転半径内への
　原則立入禁止する。やむを得ず立ち入
　る場合は、専任の建設機械誘導員の指
　示に従うことを徹底させる。
③作業に支障のない範囲で立入禁止区域
　をコーンバー等で囲う。
④重機の稼働中は並行作業を行わせない。

ns07am-lca
テキストボックス
　事例８


: A0—JICERE UICZIRIN S ULIEESNEDD

. A0—TJLEBDIVD - FZiELRDELUTINE, ZOBR. XRTOEMEIDOMEED ULiZd, EEDIRNERR LERODOET
 FRBNEDIDER O, F). RERBICEST, FRKCIDNIEND DT,

BR RNy -/\wl L
— —— - ZRTOEERUZRTET0
s IRTDEERFID A2 _ EEENBDODEI OIS, . PN 1
(ENTIDRED ) ” OBEEDIHTO.
T &
- SR TOEHEDOIMEED L. FEORBRNRIE
B
............................. B AR



ns07am-lca
テキストボックス
　事例９
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ns07am-lca
テキストボックス
事例１０
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ns07am-lca
テキストボックス
・足場に手すりがなく、墜落制止用器具　も不使用
・剥離の可能性のあるコンクリート片を
　撤去していなかった。

ns07am-lca
テキストボックス
①足場と手すりを設置し、墜落制止
　用器具も必ず使用する。
②つり上げ作業前に、浮き上がった
　コンクリート片を落としておく。

ns07am-lca
テキストボックス
事例１１


No.11-1
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ns07am-lca
テキストボックス
・作業台の手すりが側面に設置していな
　かった。
・墜落制止用器具がストッパーなしのタ　イプで、リールが伸びきらないと衝撃　吸収装置が働かない構造だった。

ns07am-lca
スタンプ

ns07am-lca
テキストボックス
①作業台の手すりは側面にも設置する。
②ストッパー付きの墜落制止用器具を
　使用する。
③墜落制止用器具のフックは適切な場
　所にかける。

ns07am-lca
線

ns07am-lca
テキストボックス
転落時、墜落制止用器具のフックが
手すりを滑り、この位置まで移動

ns07am-lca
テキストボックス
事例１２
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ns07am-lca
テキストボックス
事例１３
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ns07am-lca
テキストボックス
事例１４


%E%W%éﬁ\ﬁ%ﬁ$®@%[%ﬁbE%EﬁW@%%ﬁK+ﬁEE@%WCCEEE%b%$t%ﬁ%§%%o

RA

oR : B
c BPROERIASITE

17 &)

ol

23l

No.11-1

- BRIBFEED IREFBPDEBICFHFEL

IZBRIC, PRIRDISRDAN+DISITOHORIR
EEBICEIRBUBEPCRRAIZEIE



ns07am-lca
テキストボックス
・手摺先行足場を使用していなかった。
・墜落制止用器具を使用していなかった。
・仮設足場が設置途中段階にもかかわ
　らず、不安全な状況で作業を行って
　いた。
・床板の設置状況が不十分であった。

ns07am-lca
テキストボックス
①手すり先行工法により足場を組立てる。
②足場の組立・解体作業時は、墜落制止
　用器具を取付けるための設備を設け、
　墜落制止用器具を使用する。

ns07am-lca
テキストボックス
 事例１５




